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五
穀
豊
穣
を
祝
う
お
祭
り
「
お
い
ら
せ
百

石
ま
つ
り
」
は
、9
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
、

本
町
地
区
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
16
日
の
前
夜
祭
で
は
、初
の
試
み
と
し
て
、

国
道
45
号
を
全
面
車
両
通
行
止
め
に
し
た
盛

大
な
夜
間
山
車
展
示
が
行
わ
れ
、
秋
の
夜
空

に
元
気
な
お
囃
子
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
18
日
の
中
日
で
は
恒
例
の
仮
装
大

会
に
子
ど
も
の
部
２
組
、
大
人
の
部
３
組
が

出
場
し
、
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
17
日
の
お
通
り
は
局
地
的
な
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
た
も
の
の
、
19
日
の
お
還
り
は
晴
れ
わ

た
り
、
御
神
輿
や
大
権
現
を
は
じ
め
、
五
穀

豊
穣
と
大
漁
を
祝
う
10
台
の
山
車
が
登
場
。

今
年
も
上
新
町
、
大
工
町
、
藤
ヶ
森
の
３
つ

の
山
車
組
は
自
主
制
作
の
山
車
を
ひ
き
、
観

客
の
注
目
を
集
め
、
歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま

し
た
。

お
い
ら
せ
百
石
ま
つ
り

―
― 

陸
の
神
と
海
の
神
に
祈
り
を
捧
げ
、
豊
作
と
豊
漁
を
祝
う 

―
―

藤ヶ森町内会による自作山車「源平合戦」（お還り）

1

2
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1 神社行列・大権現
2 上新町町内会による山車夜間展示での祭囃子
3 百石駒踊り
4 大工町町内会による自作山車「勇気」
5 日ヶ久保・虎舞（町指定無形民俗文化財）
6 神社行列・大神楽
7 神社行列・猿田彦命
8� お通りの日の突然の雨にもめげずにお囃子を

続ける子どもたち（七軒町町内会）
9� 18 日にみなくる館で行われた「おいらせクラ

シックカーフェスタ」
⓾ 仮装大会・子どもの部優勝の「百石中陸上部」
⓫ 仮装大会・大人の部優勝の「ＤＪマダム」
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三
田
地
区
の
有
志
が
神
社
の
縁
日
に
駅
前

で
仮
装
行
列
を
し
た
こ
と
が
ル
ー
ツ
と
言
わ

れ
る
「
お
い
ら
せ
下
田
ま
つ
り
」
は
、
9
月

23
日
か
ら
25
日
ま
で
、
下
田
駅
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
23
日
の
前
夜
祭
で
は
、
下
田
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
に
て
ま
つ
り
ば
や
し
競
演
会
が
行
わ

れ
、
お
い
ら
せ
町
賞
に
は
三
田
町
内
会
南
組

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
24
日
の
お
通
り
と
25
日
の
お
還
り
は
、
両

日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
神
社
行
列
を
は
じ

め
多
く
の
仮
装
団
体
や
芸
能
団
体
が
行
列
に

参
加
し
た
ほ
か
、
三
田
町
内
会
北
組
、
三
田

町
内
会
南
組
、
下
田
祭
り
三
本
木
実
行
委
員

会
お
よ
び
間
木
山
車
組
実
行
委
員
会
に
よ
る

４
台
の
山
車
が
、
特
徴
的
な
生
き
人
形
を
乗

せ
て
下
田
駅
周
辺
を
運
行
し
、
大
勢
の
観
客

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

お
い
ら
せ
下
田
ま
つ
り

―
― 
見
る
人
の
心
を
つ
か
む
、
伝
統
の
生
き
人
形 

―
―

1

2

3

4

5

6

7
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山車審査で最優秀賞を獲得した三田町内会南組の
山車「浦島太郎、竜宮城へ行く」（お還り）

1� 三田町内会北組の山車「盟い破れて鳴神、雷と化す」
（優良賞）

2� 間木山車組実行委員会の山車「劉備玄徳と五虎大
将軍」（優秀賞）

3 仮装大会優勝の三本木マミーズ
4 町文化協会による流し踊り
5� 胡蝶蘭舞による和太鼓

6� まつりばやし競演会にておいらせ町賞を獲得した
三田町内会南組のお囃子

7 獅子舞（本村郷土芸能保存会）
8� 間木大黒舞
9� パイオニアソーランによるよさこい踊り
⓾� 下田祭り三本木実行委員会の山車「曲垣平九郎～

誉の梅花」（優良賞）

89⓾
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02―
スペシャルトピック
「おいらせ百石まつり」
「おいらせ下田まつり」

08― 特集「おいらせ軽トラ市と
　　　　　　商店街活性化」

12― 町の平成27年度決算

14― インフォメーション
□各種催し・募集情報
□相談窓口一覧、ほか

20― 健康長寿おいらせ町コーナー

28― まちのわだい
□山車合同夜間運行
□町職員対象 普通救急救命講習会
□地引網体験会　ほか

30― 戸籍の窓

32― Person Oirase
　　蛯名 幸政 さん

お い ら せ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

Public Relations OIRASE No.141

11
2016

目　次

おいらせ町の四季を発信中！

「おいらせ町景観百選」
候補地を募集中！

四季で異なる町の豊かな自然や
風物詩を、町ホームページで紹介中！
　http://www.town.oirase.aomori.jp/
　site/oirasekankou/

ちょっとした時間に
ぜひ、ご覧ください。
新たな発見があるかも！

　町最大のイベント、鮭まつりが19 日～
20 日に開催されます。町ならではのイベ
ント風景や、つかみ取りした鮭との１枚
など、景観百選に応募してみませんか？
　応募は申込用紙に写真を添えて提出く
ださい。（申込用紙はホームページに掲載）

問 企画財政課　☎0178 �4273問（申込先）総務課人事係　☎0178�2166
　〒039-2192　青森県上北郡おいらせ町中下田135-2

●募集職種　学芸員（１人）
●職務内容�　阿光坊古墳館における展示解説や体験学習指導など、

学芸業務を含む業務全般（ＰＣ操作業務含む）
●受験資格�　学芸員の資格を有し、パソコンの基本操作ができる人。
●任　　期　平成28年12月１日～平成31年３月31日
●勤務場所　おいらせ阿光坊古墳館
●勤務時間　８時15分～ 17時00分
●勤務日数�　週４日勤務（勤務シフトにより土日祝日の勤務あり）
●給　　与�　月額171,200 円（その他各種手当あり）
●休　　暇�　年次有給休暇16日（その他各種特別休暇あり）
●選考方法　書類選考および面接試験
●応募方法�　受験申込書（町ホームページでダウンロード可能）に

学芸員資格を有することを証明する書類を添えて、町総
務課人事係へお申し込みください。

●申込期限　11月10日㊍（必着）

任期付短時間勤務町職員（学芸員）を募集

　
第
６
回
赤
そ
ば
花
ま
つ
り
が
、

10
月
１
日
か
ら
２
日
ま
で
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
観
光
農
園
「
ア
グ

リ
の
里
お
い
ら
せ
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
共
同

参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
赤
そ
ば
花
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
橘
昭
彦
会
長
）
が
主
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
新
そ
ば
の

お
披
露
目
販
売
を
は
じ
め
、
新
そ

ば
早
食
い
大
会
、
障
が
い
者
支
援

団
体
に
よ
る
出
店
、
子
ど
も
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
客

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
保
育

園
児
に
よ
る
芸
能
披
露
の
ほ
か
、

パ
イ
オ
ニ
ア
ソ
ー
ラ
ン
に
よ
る
よ

さ
こ
い
、
百
石
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
な
ど
が
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
も
ち
小
麦
」
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
姫
っ
こ
す
い
と
ん
の
お

振
る
舞
い
や
、
も
ち
小
麦
商
品
Ｐ

Ｒ
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
木
崎
野
荘
や

ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
な
ど
を
運
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
誠
友
会
（
苫
米
地
義

之
理
事
長
）
が
、
障
が
い
者
雇
用
の
推

進
に
努
め
、
職
業
的
自
立
に
寄
与
し
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、「
障
害
者
雇

用
優
良
事
業
所
・
青
森
県
知
事
表
彰
」

を
受
け
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
誠
友
会
が

　
　

青
森
県
知
事
表
彰
を
受
け
る

～
赤
そ
ば
畑
の
景
観
を
楽
し
み
、
収
穫
を
祝
う
～

「
第
６
回
赤
そ
ば
花
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲�９月20 日、三村町長へ表彰の報告を行っ
た苫米地理事長（写真中央）。
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第11 回日本一のおいらせ鮭まつり

　人権擁護委員を２期６年務められた小向憲次
さんが、９月末日をもって任期満了で退任され
ました。小向さんには、これまでの人権思想の
普及高揚に尽くされた功績を称え、去る10 月
12日、法務大臣から感謝状が贈呈されました。
　また、吉田京子さんが、人権擁護委員として、
新たに10 月１日付けで法務大臣から委嘱を受
けました。

吉田京子さん（一川目） 小向憲次さん（肴町）

人権擁護委員の委嘱と退任「新春！うそ八百ほら吹き大会」
出場者を募集します！

●テ ー マ　「おいらせ町のまちづくり」
●持ち時間　１人７分以内
●開催日時　平成29年１月22日㊐　13時～
●会　　場　みなくる館
●募集人員　10組（１組２人以上の出場も可能）
●募集締切　12月９日㊎
●表彰内容　�大賞１人、準大賞２人（参加賞あり）
　　　　　　※�副賞としてホッキ貝など豪華町特

産品を贈呈。

問（申込先）
まちづくり推進委員会事務局

（役場まちづくり防災課内）
☎0178-56-2131

　百歳を迎えた松林セヌさん（一川目）へ肖像画が贈呈
されました。贈呈式は、９月19 日、いきいき館にて家
族立ち合いのもと行われ、国および県からの長寿を祝う
顕彰状も伝達されました。
　この肖像画は、おい
らせ町出身で埼玉県在
住の画家、若林憲生さ
んが描いたものです。
若林さんは平成９年よ
り、町内の百歳到達者
へ肖像画を寄贈してお
り、今回で20 人目と
なります。

　町は、９月20 日、100 歳を迎えられた三村繁雄さ
ん（横道在住）へ長寿祝い金を贈呈しました。子ども
４人、孫10 人、曾孫21 人、玄孫２人に恵まれた繁雄
さんは、日常生活は自分で歩き回り、天気のいい日に
は電動バイクで散歩に出かけるなど、まだまだ元気な
様子。長生きの秘訣について、「グラウンドゴルフで
老後も体を動
かしてきたこ
と」と笑顔で
話していまし
た。

百歳の長寿を祝い、肖像画を贈呈 百歳到達者へ長寿祝い金を贈呈

　鮭のつかみ取りやサーモンレース、芸能ステージなど、
さまざまなイベントが行われます。なお、詳細について
は、広報おいらせに折込みのチラシをご覧ください。

問おいらせ鮭まつり実行委員会（役場商工観光課内）
　　　　　　　　　　　☎０１７８－５６－４７０３

平成28 年

11 月　　日土　　日日19　　20

鮭つかみ取り前売り券　好評発売中 前売り券 （残数が有る場合のみ）

前売り券販売所◦おいらせ町役場本庁舎・分庁舎、北公民館（北部出張所）、おいらせ町商工会本所・百石支所、
　　　　　　　　JA 十和田おいらせ下田支店、イオンモール下田 2 階インフォメーション、米軍三沢基地 MISAWA ITT

当日券1,000 円 1,200 円

ありがとうございましたよろしくお願いします
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おいらせ軽トラ市と
商店街活性化

特集

　
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
は
、
本
町
商
店
街
中

央
町
通
り
で
開
催
さ
れ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
を
店
舗
に
見
立
て
、
野
菜
・
果
物
・
魚
介

類
・
惣
菜
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
な
ど
を
販
売

す
る
産
直
市
で
す
。

　
平
成
26
年
７
月
に
始
め
た
「
お
い
ら
せ
軽

ト
ラ
市
」
は
当
初
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
路
上
で

展
示
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
間
違
え
る
人
も

い
た
ほ
ど
、
認
知
度
の
低
い
も
の
で
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
関
係
者
か
ら
の
お
話

の
ほ
か
、
本
町
商
店
街
の
現
状
や
、
お
い
ら

せ
軽
ト
ラ
市
を
始
め
た
経
緯
、
今
後
の
展
望

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る

本
町
商
店
街
は
、百
石
地
区
の
南
に
位
置
し
、

酒
屋
、
青
果
店
、
金
物
店
、
飲
食
店
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
店
舗
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
各
地
の
商
店
街
で
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
店
主
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
の
問
題
に
、
本
町
商
店
街
も
直
面

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
多
く
の
要
因

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
店
が

数
多
く
あ
り
、
一
昔
前
に
比
べ
る
と
空
き
店

舗
が
目
立
ち
、
ど
こ
か
寂
し
い
よ
う
な
印
象

で
す
。

　
町
で
は
、国
地
方
創
生
補
助
金
を
活
用
し
、

空
き
店
舗
の
利
活
用
を
目
的
と
し
た
「
お
い

ら
せ
町
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事
業
」
や
商

店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、

お
い
ら
せ
町
商
工
会
と
連
携
し
、「
お
い
ら

せ
町
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
～
25
年
度
に
は
、
お
い
ら
せ
町
商

工
会
、
県
立
百
石
高
等
学
校
、
八
戸
工
業
大

学
と
連
携
し
商
店
街
に
あ
る
空
き
店
舗
や
建

物
壁
面
に
ア
ー
ト
を
施
し
、
商
店
街
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
話
題
性
の
創
出
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、平
成
26
年
度
に
は
、商
店
街
、

地
域
団
体
、
地
域
住
民
、
百
石
町
漁
業
協
同

組
合
、
十
和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
、

商
工
会
、
町
の
関
係
者
で
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ

市
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
町

商
店
街
で
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
を
実
施
し
、

軽
ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ
な
い
冬
季
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
お
正
月
用
フ
ラ
ッ
グ
で
商

店
街
の
街
灯
や
店
頭
を
装
飾
し
商
店
街
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
賑
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て

い
る
の
で
す
。

百
石
本
町
商
店
街
の
現
状
と
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市

◆
「
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
」
と
は
？

◆
「
百
石
本
町
商
店
街
」

　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
の
必
要
性

◆
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　

町
の
取
り
組
み

▲�10/2 軽トラ市でのちんどん屋ねり歩
きパフォーマンス
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平
成
25
年
７
月
に
商
店
街
活
性
化
セ

ミ
ナ
ー
が
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
中
の
事
例
と
し
て
「
軽
ト
ラ
市
」、

「
１
０
０
円
商
店
街
」、「
バ
ル
街
」
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
そ
の
開
催
目
的
は
商
店

街
の
賑
わ
い
創
出
（
賑
わ
い
を
再
び
）

を
目
指
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
参
加
以
前
の
24
年
11
月
に
数
名

で
岩
手
県
雫
石
町
「
し
ず
く
い
し
軽
ト

ラ
ッ
ク
市
」
を
視
察
し
、
25
年
８
月
に

「
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
企
画
委
員
会
」

を
組
織
し
ま
し
た
。
10
月
に
は
山
形
県

新
庄
市
「
新
庄
１
０
０
円
商
店
街
」、

11
月
に
は
再
度
「
し
ず
く
い
し
軽
ト

ラ
ッ
ク
市
」、
12
月
に
は
三
戸
町
「
さ

ん
の
へ
１
０
０
縁
勝
店
街
」
の
視
察
な

ど
を
繰
り
返
し
、
そ
の
都
度
、
企
画
委

員
会
を
開
催
し
、
お
い
ら
せ
町
で
の
開

催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
関
係
諸
団
体
の
多
大
な
る

ご
協
力
を
得
て
、
26
年
７
月
に
「
第
１

回
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
」
の
開
催
に
至

り
ま
し
た
。

特集「おいらせ軽トラ市と商店街活性化」―軽トラ市開催の経緯―

「
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
」
開
催
ま
で
の
道
の
り

▲� 7/3 軽トラ市オープニングセレモニーで
の川口保育園による演奏

▲� 7/3 軽トラ市オープニングセレモニーで
のあゆみ保育園による演奏

7/3 軽トラ市での百石町漁協による
カニ・魚の網はずし体験

人気のフリーマーケットコーナー

おいらせ町商工会
総括経営指導員　地代所 武彦 さん

7/3 軽トラ市でのせんべい汁先着お振舞い
（川越せんべい店協力）

おいらせ軽トラ市では、
毎回、さまざまな趣向の
体験や企画が行われており、
来るたびに違った楽しみを
味わうことができます。
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特集「おいらせ軽トラ市と商店街活性化」―出店者たちの声―

百
ひゃくえんしょうてんがい

縁 笑 店 街参加店①「ユニーハヤシ」

百
ひゃくえんしょうてんがい

縁 笑 店 街参加店②「お菓子のまぁぶる」

軽トラ市出店者①「若松美容室」軽トラ市出店者②「ドラゴン・プー」

●店名
　「ユニーハヤシ」
●所在地
　下明堂13-1
☎ 0178-52-3148
　食料品をはじめ、
日用生活雑貨などを
販売しています。

●店名
　「お菓子のまぁぶる」

●所在地
　上明堂54-9

☎ 0178-52-6624

　和菓子から洋菓子ま
で、さまざまなお菓子
を販売しています。

　
ユ
ニ
ー
ハ
ヤ
シ
は
、
平
成
26
年
の
初

回
か
ら
、
百
縁
笑
店
街
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
来
は
日
曜
定

休
で
す
が
、
軽
ト
ラ
市
の
日
は
特
別
に

開
店
し
て
い
ま
す
。

　
百
縁
笑
店
街
で
は
、
お
惣
菜
、
切
り

花
、
野
菜
な
ど
を
、
い
つ
も
よ
り
安
い

百
円
の
価
格
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
軽
ト
ラ
市
に
来
た
つ
い
で
に
百
石
本

町
商
店
街
に
も
足
を
運
ぶ
、
と
い
う
お

客
さ
ん
も
少
な
か
ら
ず
お
り
、時
に
は
、

新
規
の
お
客
さ
ん
が
店
を
覗
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
、
百
縁
笑
店
街
の

効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
ぁ
ぶ
る
は
、
初
回
か
ら
百
縁
笑
店

街
と
軽
ト
ラ
市
出
店
の
両
方
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　
百
縁
笑
店
街
で
の
販
売
品
は
ケ
ー
キ

で
、
少
し
小
さ
め
に
は
し
て
い
る
も
の

の
、
通
常
の
半
額
以
下
で
あ
る
百
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
軽
ト
ラ
市
の
日
に
は
、
や
は
り
常
連

と
は
違
っ
た
お
客
さ
ん
が
お
見
え
に
な

り
ま
す
。
店
が
軽
ト
ラ
市
の
臨
時
駐
車

場
（
役
場
分
庁
舎
）
に
近
い
た
め
、
立

ち
寄
り
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
百
縁
笑
店
街
へ
の
参
加
と
、
軽
ト
ラ

市
へ
の
出
店
が
、
そ
れ
ぞ
れ
良
い
宣
伝

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
若
松
美
容
室
は
、
軽
ト
ラ
市
会

場
の
す
ぐ
近
く
に
店
を
構
え
て
い

る
美
容
室
で
す
。
食
べ
物
以
外
の

出
店
も
あ
っ
た
ほ
う
が
、
来
場
客

も
楽
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
店
の

宣
伝
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
回

出
店
し
て
い
ま
す
。

　
軽
ト
ラ
市
で
は
、
お
店
よ
り
も

安
い
価
格
で
化
粧
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
常
連
の
お
客
さ

ん
が
い
つ
も
顔
を
出
し
て
く
れ
る

の
で
、
以
前
よ
り
お
客
さ
ん
と
の

距
離
が
近
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
店
と
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
、
軽
ト
ラ

市
は
良
い
機
会
で
す
ね
。

　
ド
ラ
ゴ
ン
・
プ
ー
は
、
南
部
町

か
ら
の
出
店
で
す
。
南
部
町
の
イ

ベ
ン
ト
や
八
戸
の
夕
暮
れ
市
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
お
惣
菜
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
軽
ト
ラ
市
に
は
、
お
い
ら
せ
町

の
知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
店
を
出
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
回
出
店
し
て
い
る
と
、
い
つ

も
買
い
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
、

顔
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
い

ら
せ
軽
ト
ラ
市
へ
の
出
店
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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特集「おいらせ軽トラ市と商店街活性化」―商店街と軽トラ市の今後―

　
「
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
」
の
そ
も
そ

も
の
発
案
者
は
、
町
商
工
会
・
元
事
務

局
長
の
川
口
與
四
郎
氏
で
し
た
。
全
国

初
、
岩
手
県
雫
石
町
の
「
元
祖
軽
ト
ラ

市
」
と
、
山
形
県
新
庄
市
の
「
百
円
商

店
街
」
と
夜
の
飲
食
店
イ
ベ
ン
ト
の
三

つ
を
合
体
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
地
域
に

は
無
い
、
お
い
ら
せ
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
、
と
い
う
思

い
が
出
発
点
で
し
た
。

　
十
和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
と

百
石
町
漁
業
協
同
組
合
の
賛
同
を
得

て
、
町
内
外
か
ら
幅
広
く
出
店
者
を
募

り
ま
し
た
。ま
た
、後
に
は
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
無
料
休
憩
所
（
お
い
ら
せ
街

中
サ
ロ
ン
）
の
開
設
を
す
る
な
ど
、
毎

回
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
市
も
３
年
目

を
迎
え
、入
込
客
数
な
ど
の
面
で
、は
っ

き
り
と
良
い
変
化
が
表
れ
始
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
10
月
23
日
に
北
公
民
館
で

開
催
し
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
軽
ト

ラ
移
動
市
の
開
催
も
定
番
化
し
て
い
き

た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
、
他
に
あ
ま

り
例
の
無
い
国
道
（
45
号
）
を
歩
行
者

天
国
に
し
た
軽
ト
ラ
市
の
実
施
を
視
野

に
入
れ
、
百
縁
笑
店
街
を
含
め
、
さ
ら

な
る
内
容
の
充
実
と
規
模
拡
大
を
目
指

し
、
積
極
的
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

街
中
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
。
地
元
商
店
街
を
は
じ
め
、
地
域
経

済
に
も
う
一
度
活
力
を
取
り
戻
す
こ

と
。
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
藤
崎
町
商
工
会
役
員
の
皆
様

が
、
視
察
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
県
内

の
全
軽
ト
ラ
市
を
集
め
た
、
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
も
夢
見
て
い
ま
す
。
や
が
て
は

北
東
北
軽
ト
ラ
市
サ
ミ
ッ
ト
に
も
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

おいらせ町商工会
会長　木村 雅行

11 月　 日日

12 月　 日日

６

４

第16 回

第17 回

会場：百石本町商店街

会場：百石本町商店街

●百石幼稚園児によるよさこいソーラン演技
●豪華賞品が当たる「ガラポン」（１回50 円）
●赤そば無料試食会（150 人限定）

●�豪華賞品が当たる「スタンプラリーカード大抽
選会」を実施（スタンプ10 個で１回抽選可能）

問おいらせ軽トラ市実行委員会
　（おいらせ町商工会内）　☎0178-56-2511

今後のおいらせ軽トラ市情報

恒例の「100 縁笑店街」も同日開催！
　百石本町地区の商店が、超目玉100 円商品を
はじめお買い得商品を取りそろえ、店舗にて販売
します。参加店には目印ののぼり旗があります。
　軽トラ市のお買い物の後は、ぜひ街を歩いてみ
ませんか？詳しくはチラシ、ポスターをご覧くだ
さい。
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107 億 9,355 万円

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
入
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
８
千
７
百
万
円
増
え
、
約

１
０
７
億
９
千
４
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
前
年
度
に
比
べ
歳
入
が
増
加
し

た
理
由
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金

や
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の
増
額

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
歳
出
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
２
億
６
百
万
円
増

え
、
約
１
０
４
億
５
千
４
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
に
比
べ
歳
出
が
増
加
し

た
理
由
は
、
阿
光
坊
古
墳
群
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
建
設
事
業
や
津
波
避

難
タ
ワ
ー
建
設
事
業
、
保
育
所
等

運
営
事
業
（
施
設
型
給
付
費
等
）

の
増
額
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
と
翌

年
度
へ
の
繰
越
財
源
を
差
し
引
い

た
額
は
、
約
２
億
２
千
万
円
と
な

り
、
そ
の
う
ち
１
億
２
千
万
円
を

後
年
の
た
め
に
基
金
に
積
み
立
て

て
い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
く
税
金
や
国
か
ら
の
交
付
税

な
ど
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
お
金
で
効
果
の
大
き
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
創
意
工
夫
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

平成 27 年度決算の概要

町
の
お
金
の

　
　

  

使
い
み
ち

町
の
平
成
27
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

企
画
財
政
課　

０
１
７
８
�
４
２
７
３

一般会計歳入総額

保育所等運営事業（扶助費）

　保育を必要とする児童等を集団的に
保育し、児童の健全育成を図るための
経費として、保育所等に運営費を約 10
億７千万円支出しています。財源の一部
となる保育料は国の基準以下の額を上限
とし、足りない分は町で補填するととも
に、第３子以降の保育料を無料化し、子
育てしやすい環境をつくっています。

津波避難タワー建設事業
（普通建設事業）

　東日本大震災を教訓として、地
域住民が安心して生活できるよ
う、新たに津波避難タワーを整
備。国庫支出金（東日本大震災復
興交付金）を財源として実施する
もので、平成 27 年度の事業費は
約１億７千万円です。

　阿光坊古墳群に係る史料を積極
的に公開し、本質的価値を次世代
に伝達するため、新たにガイダン
ス（常設展示）施設を整備。平
成 27 ～ 28 年度の継続事業で実
施し、平成 27 年度の事業費は約
２億５千万円です。

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業

阿光坊古墳群
 ガイダンス施設
　建設事業（普通建設事業）

町税
24 億509 万円

（22.3%）

地方交付税
37 億6,101 万円

（34.8%）

依存財源
73 億1,475 万円

（67.8%）

自主財源
34 億7,880 万円

（32.2%）

諸収入など
６億494 万円

（5.5%）

国庫支出金
13 億4,208 万円

（12.4%）

町債
５億5,940 万円（5.2%）

地方消費税交付金
４億2,445 万円（3.9%）

地方譲与税
１億2,834 万円（1.2%）

その他の交付金／ 5,433 万円（0.6%）

県支出金
10 億4,513 万円

（9.7%）

分担金・負担金
１億9,976 万円

（1.9%）

繰越金
２億6,901 万円

（2.5%）

【町税の内訳】
固定資産税…11 億2,658 万円
町民税………10 億230 万円
町たばこ税…２億1,588 万円
軽自動車税…6,033 万円

歳入

＊�各表の数値は、
　四捨五入の関係上、
　合計が一致しない場合があります。
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104 億 5,368 万円一般会計歳出総額

平成 27 年度決算　町のお金の使いみち

1 町財政の健全化判断比率 2 町財政の資金不足比率
　平成 27年度決算における町財政の資金
不足比率は、病院事業会計、公共下水道事
業特別会計および農業集落排水事業特別会
計のいずれも資金不足はありませんでし
た。
※�資金不足比率が一定基準を超えると、経営
破たんのリスクが高いものとみなされます。

※�健全化判断比率のいずれかが一定基準を超えると、財政破た
んのリスクが高いものとみなされます。
※�実質公債費比率は 25％、将来負担比率は 350%が基準値です。

※差引額の不足分は、損益勘定留保資金で補填しました。
※四捨五入の関係上、差引額において一致しない場合があります。

項目 平成 27 年度 指標の説明
実質赤字比率 赤字なし 一般会計等の赤字の大きさを表します

連結実質赤字比率 赤字なし 町の会計全体での赤字の大きさを表します

実質公債費比率 13.3％ 借入金返済の負担の大きさを表します

将来負担比率 33.0％ 将来負担すべき負債の大きさを表します

特別会計（特定の事業のための会計）決算

※四捨五入の関係上、差引額において一致しない場合があります。

事業収益 事業費用 純利益

収益的収支 9 億 3,282 万円 9 億 1,622 万円 1,659 万円

資本的収入 資本的支出 差引額

資本的収支 5,889 万円 8,733 万円 △ 2,844 万円

公営企業会計決算・病院事業特別会計の種類 歳入 歳出 差引額
国民健康保険 31 億 9,068 万円 31 億 6,320 円 2,748 万円
奨学資金貸付事業 2,207 万円 2,185 万円 22 万円
公共下水道事業 11 億 3,268 万円 11 億 2,137 万円 1,131 万円
農業集落排水事業 １億 2,838 万円 １億 2,641 万円 197 万円
介護保険 21 億 8,971 万円 21 億 2,448 万円 6,524 万円
公共用地取得事業 2,519 万円 2,503 万円 16 万円
後期高齢者医療 １億 5,726 万円 １億 5,586 万円 140 万円

扶助費
21 億1,451 万円

（20.2%）

義務的経費
45 億6,655 万円

（43.7%）

投資的経費
13 億8,728 万円

（13.3%）

その他の経費
44 億9,985 万円

（43.0%）
公債費※

12 億4,166 万円
（11.9%）

人件費
12 億1,039 万円

（11.6%）普通建設事業費
13 億8,728 万円

（13.3%）

物件費
13 億4,799 万円

（12.9%）

補助費等
13 億4,978 万円

（12.9%）

繰出金
13 億5,415 万円

（13.0%）

民生費
32 億7,464 万円

（31.3%）

総務費
15 億7,479 万円

（15.1%）
公債費※
12 億4,168 万円

（11.9%）

教育費
12 億1,233 万円

（11.6%）

土木費
13 億2,305 万円

（12.7%）

衛生費
５億7,096 万円

（5.5%）

消防費
７億5,536 万円

（7.2%）

農林水産業費
２億4,058 万円（2.3%）

維持補修費
２億2,626 万円（2.2%） その他

２億2,167 万円（2.0%）

その他
２億6,031 万円

（2.4%）

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

扶助費 児童手当や乳児・高齢者・障がい者の
医療費や福祉など

普通建設
事業費

道路や公園、学校や公民館などの施設
の建設費、大規模改修費といった町の
資産の形成

補助費等
町から他の地方公共団体や民間の各種
団体などに対して、公益上の必要な場
合に支出される負担金や補助金

繰出金 一般会計と特別会計相互間で資金運用
をするためのお金

民生費 児童、高齢者、障がい者などへの福祉、保育
所の運営費負担など

土木費 町道の補修や改良などのインフラ整備
公債費 施設建設など大規模事業で借りたお金の返済

教育費 小中学校など教育環境の整備、生涯学習や文
化財保護など

衛生費 保健事業や健診など

※�それぞれのグラフに公債費がありますが、目的別と性質別の違いに
より、金額に差異が生じます。
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

報情

各
種
施
策
・
行
事
案
内

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
　※印鑑登録・廃止・　 
　　再発行の手続きはできません
●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできま
せん。

問北部出張所☎0176㊿1208
　青葉二丁目50番地1395　　

※運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参ください。手続きに
よっては説明や追加書類が
必要になります。

北部出張所でも
各種証明書を
発行しています

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

青葉
公園

北部出張所（北公民館内）

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

　
　
募　

集

 

人
権
啓
発
講
演
会

～
日
本
人
に
対
す
る
最
大
の

　
　
　

人
権
侵
害
問
題
と
は
～

 
百
石
高
等
学
校

授
業
公
開　

 

合
同
就
職
面
接
会

 

放
送
大
学

４
月
生
を
募
集　

な
り
た
い
自
分
に

　

な
る
た
め
の
交
流
分
析

＠
エ
ゴ
グ
ラ
ム

　
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
、
自
分

を
深
く
分
析
し
、
心
に
か
か
る
ブ

レ
ー
キ
が
ど
う
や
っ
て
で
き
た
の

か
を
知
り
、
前
に
進
む
勇
気
を
も

つ
た
め
の
相
談
会
で
す
。

○
日
時　
11
月
22
日
㊋

　
　
　
　
　
　
13
時
半
～
15
時
半

○�

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
研
修
室
」

○�

対
象　
フ
リ
ー
タ
ー
ま
た
は
45

歳
未
満
の
若
年
求
職
者

○
定
員　
先
着
10
人
程
度

○�

対
象　
①
平
成
29
年
３
月
新
規

大
学
等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既

卒
３
年
以
内
の
者
／
②
一
般
の

求
職
者

○�

参
加
企
業　
青
森
労
働
局
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
予
定

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸

　
　
　

☎
０
１
７
８
㉒
８
６
０
９

○
日
時　
11
月
24
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
半
～

○�

場
所　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

○
講
師　
東
京
基
督
教
大
学

　
　
　
　
　
　
西
岡 

力 

教
授

○�

演
題
「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者

を
救
出
す
る
た
め
に
～
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
は
重
大
な
人
権
侵
害
～
」

※�

本
講
演
会
は
「
お
い
ら
せ
の
学

び
カ
レ
ッ
ジ
」併
催
事
業
で
す
。

問�  

町
民
課

　
　
　
☎
０
１
７
８
�
２
２
４
６

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指

し
、
地
域
の
皆
様
に
百
石
高
校
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
授
業
公
開
を

行
い
ま
す
。

○�

日
時　
11
月
18
日
㊎

　
　
　
　
10
時
55
分
～
12
時
45
分

　
　
　
　
　
　
（
12
時
ま
で
受
付
）

○�

対
象　
百
石
高
校
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
な
ら
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問� 

百
石
高
等
学
校
教
務
部

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
２
０
８
８

○�

日
時　
11
月
16
日
㊌

　
13
時
～
16
時
（
受
付
12
時
～
）

○�

場
所　
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○�

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
交

流
分
析
協
会
・
青
森
Ｔ
Ａ
教
室

　
代
表　
大
友 

茂 

氏

○
参
加
料　
無
料

問�

（
申
込
先
）
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ

お
も
り

☎
０
１
７
‐
７
３
１
‐
１
３
１
１

問 日本遺族会事務局　☎０３－３２６１－５５２１

戦没者遺児による慰霊友好親善事業への参加者募集
　日本遺族会では、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」参加者を募集しています。先の大
戦で親などを亡くした戦没者遺児を対象とし、親などの戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行
うとともに、同地域の住民と友好親善を図ることを目的としています。参加費は10 万円です。

実施地域 実施時期（締切） 実施地域 実施時期（締切）
西部ニューギニア 平成29 年１月19 日～ 28 日

（平成28年11月21日締切） ミャンマー 平成29 年２月14 日～ 23 日
（平成28年12月14日締切）

台湾・バシー海峡 平成29 年２月１日～ ７日
（平成28 年12 月１日締切） フィリピン 平成29 年３月１日～ ８日

（平成29 年１月10 日締切）

東部ニューギニア 平成29 年２月４日～ 11 日
（平成28 年12 月５日締切）

マーシャル
　・ギルバート諸島

平成29 年３月11 日～ 19 日
（平成28年11月11日締切）

ビスマーク諸島 平成29 年２月４日～ 11 日
（平成28 年12 月５日締切） 中国 平成29 年３月21 日～ 29 日

（平成29 年１月23 日締切）
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おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　
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町
表
彰
審
査
会
委
員
を

募
集

町
文
化
に
関
す
る
表
彰

審
議
会
委
員
／
町
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
表

彰
審
議
会
委
員
を
募
集

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か

「
ご
み
処
理
基
本
計
画
素
案
」

へ
の
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

八
戸
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
出
願
期
間　
３
月
20
日
ま
で

○
資
料
請
求　
無
料
で
提
供

問�

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
７
２
㊳
０
５
０
０

　

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
１
６
６
３

　
町
政
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
、

ま
た
は
衆
人
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る

に
あ
た
り
、
審
査
会
委
員
の
一
部

を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　
①�

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先

を
有
す
る
満
18
歳
以
上
で
、

町
政
に
関
心
が
あ
る
人

　
②�

平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る

人

　
③�

禁
固
刑
以
上
の
刑
の
執
行
が

終
わ
っ
て
な
い
人
、
成
年
被

後
見
人
、
町
税
な
ど
の
滞
納

者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
人

○
募
集
人
数　
２
人
程
度

○
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

○
会
議　
年
１
回
程
度

○
報
酬　
日
額
５
３
０
０
円

○�

応
募
方
法　
総
務
課
（
役
場
本

庁
舎
）
に
備
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※�

応
募
の
際
に
得
た
個
人
情
報
は
、
本
事

業
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切　
11
月
24
日
㊍

○�

選
考
方
法　

申
込
書
を
審
査

し
、結
果
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

問
（
提
出
先
）
総
務
課

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

　
平
成
28
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

授
与
式
（
平
成
29
年
３
月
４
日
開

催
予
定
）
に
お
け
る
表
彰
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　
各
２
人
程
度

○�

従
事
内
容　
審
議
会
（
１
月
上

旬
開
催
予
定
）
で
、
受
賞
候
補

者
を
審
査
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
町
内
の
各
公
民
館
、

み
な
く
る
館
、
い
ち
ょ
う
体
育

館
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置

の
要
項
を
確
認
く
だ
さ
い
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
報
酬　
５
３
０
０
円

　
町
と
㈱
ゼ
ン
リ
ン
が
共
同
で
発

行
す
る
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
に
協
賛
い
た
だ
け
る
広
告
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
町
の

行
政
情
報
と
地
図
情
報
が
収
録
さ

れ
、
来
年
４
月
に
発
行
す
る
予
定

で
す
。

問� 

㈱
ゼ
ン
リ
ン
八
戸
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
１
７
８
㊸
３
５
７
９

　

 

役
場
総
務
課

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

○�

募
集
期
間
（
当
日
消
印
有
効
）

　
11
月
４
日
㊎
～
12
月
５
日
㊊

○�

資
料
閲
覧　
資
料
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
組
合
業
務
課
に
具
え
付
け

て
い
ま
す
。

問�

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
業
務
課

☎
０
１
７
６
㉑
２
６
５
４

　
お
い
ら
せ
町
を
含
む
八
戸
市
近

隣
で
、
子
ど
も
の
送
迎
や
一
時
預

か
り
な
ど
の
子
育
て
支
援
事
業
を

行
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
講
習
日
時（
全
４
回
の
連
続
講
座
）

　
①
11
月
10
日
㊍　
10
時
～
14
時

　
②
11
月
11
日
㊎　
10
時
～
15
時

　
③
11
月
16
日
㊌　
９
時
～
12
時

　
④
11
月
18
日
㊎　
10
時
～
12
時

○�

対
象　
18
歳
以
上
の
心
身
と
も

に
健
康
な
人

○�

受
講
料　
二
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

○
フ
ァ
ミ
サ
ポ
活
動
紹
介

　
11
月
10
日
㊍　
10
時
～
11
時

問� 

八
戸
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
八
戸
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

　

☎
０
１
７
８
�
２
７
５
０

○
募
集
締
切　
11
月
25
日
㊎
ま
で

問 

社
会
教
育
・
体
育
課

　
　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
６

問 自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所　☎0176 �1346（FAX兼）
　 〒033-0037　三沢市松園町三丁目6-16　中野プラザビル２階自衛官募集案内

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験会場
自衛官候補生 18 歳以上27 歳未満の男性 通年で受付 受付時にお知らせします 受付時にお知らせします

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒（推薦）

中卒（見込含）で17 歳未満
の成績優秀かつ生徒会活動な
どに顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる男子

11 月１日～
12 月２日

29 年１月７日～ ９日
（いずれか１日を指定）

陸上自衛隊高等工科学校
（神奈川県横須賀市）

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒（一般）

中卒（見込含）で17 歳未
満の男子

11 月１日～
29 年１月６日

【１次】29 年１月21 日
【２次】29 年２月２日
　　　　　　　～ ５日

１次：青森駐屯地、小中野
公民館、千年交流センター
／ ２次：青森駐屯地、弘前
駐屯地

OIRASE     2016.1115
Public Relations



老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

　
お 

知 

ら 

せ

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
の

ご
協
力
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布

未
来
に
繋
ぐ
相
続
登
記

～
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
～

　
労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
？　
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労

働
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

労
災
保
険
…
業
務
災
害
・
通
勤

災
害
に
よ
り
負
傷
し
た
場
合
、

必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
ま
す
。

○�

雇
用
保
険
…
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
、
生
活
安
定
お
よ
び
再

就
職
促
進
の
た
め
必
要
な
失
業

給
付
を
行
い
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
沢

　
　
　
　

雇
用
保
険
適
用
係

　
　

☎
０
１
７
６
�
４
１
７
８

　
現
在
、
全
町
の
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
資
材

の
入
荷
遅
延
な
ど
の
事
情
に
よ
り

遅
れ
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
当
初
、
12
月
末
の
完
了
を
目
指

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
若
干
ず
れ

込
む
見
込
み
で
す
。
何
卒
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

工
事
は
エ
リ
ア
ご
と
に
順
次
着

手
し
ま
す
。

●�

作
業
中
は
一
時
的
に
交
通
規
制

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

通
電
確
認
の
た
め
、
日
中
で
も

点
灯
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

安
全
な
作
業
の
た
め
、
地
権
者

の
方
は
街
灯
周
辺
の
除
草
・
枝

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
防
災
課

　
　

☎
０
１
７
８
�
２
１
３
１

○�

対
象　
身
体
障
が
い
、
知
的
障

が
い
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
す
る
人

　
※
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
※
１
人
１
セ
ッ
ト
で
す
。

○
配
布
場
所　
介
護
福
祉
課
窓
口

　
※�

交
付
申
請
書
の
記
入
が
必
要

で
す
。
郵
送
や
電
話
で
の
申

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

介
護
福
祉
課

　
　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
５

　
外
見
上
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と

が
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
す
る
方
の
た
め
、
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配

布
し
ま
す
。

　
相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
の

相
続
登
記
（
名
義
変
更
）
は
、
不

動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務

局
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
相
続
登
記
を
せ
ず
放
置
し
た
た

め
、
相
続
人
が
死
亡
し
、
相
続
権

者
が
次
第
に
増
え
、
分
割
相
続
の

協
議
が
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。放
置
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
や
孫
に
手
間
と
費
用
を
か

け
さ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
相
続
登
記
を
し
な
い
こ
と
で

次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

●�

土
地
を
売
り
た
い
が
、
曾
祖
父

名
義
に
な
っ
て
い
て
所
有
権
移

転
登
記
が
で
き
な
い
。

●�

空
き
家
の
所
有
者
が
分
か
ら

ず
、活
用
の
交
渉
が
で
き
な
い
。

●�
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
ず
、

山
が
荒
廃
し
て
い
る
。

●�

用
地
買
収
の
際
、
相
続
人
間
で

争
い
に
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
早
め
の
相
続
登
記
を
し
ま

し
ょ
う
。

問�

青
森
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー（
相
談
無
料
、予
約
制
）

　

☎
０
１
２
０
‐
９
４
０
‐
２
３
０

　

青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局

　
（
登
記
相
談
は
予
約
制
）

　

☎
０
１
７
６
㉓
２
４
２
４

（主催）
　三田保育園、菜の花保育園、あゆみ保育園

●場所　イオンモール下田
　　　　　　　１階・西コート
●内容　えほん、手遊び、
　　　　ふれあい遊びなど

11月21日㊊　11時～
広場

おいらせ町地域子育て支援センター

≪相談を希望する人へ≫
●相談は１回30分程度です。
●�電話にて事前予約も受付けします。なお、当日
相談もお受けしますが、予約優先となります。

【町 民 相 談 】日常生活の総合的な相談
【行 政 相 談 】�行政に対する苦情、要望、意見などの相談
【人 権 相 談 】�いじめ・虐待・差別・プライバシーなど人権侵犯に関する

相談
【弁護士相談】�家族関係・相続・近隣関係、金銭・借金問題などの相談

問総務課
　☎0178�2166

ホッとあんしん
　　悩みごと相談会

相談
無料

　弁護士と町の各種相談員が、無料で相談をお受
けします。なんでもお気軽にご相談ください。

●日時　11月９日㊌　9時～12時
●場所　東公民館

【
奨
学
資
金
寄
附
】

　

百
石
柏
会（
柏
崎
勲
会

長
）
が
、
９
月
13
日
、
奨

学
資
金
の
た
め
の
寄
付

を
さ
れ
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附
、あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

１1月の相談窓口
日中お仕事などで、税金・保険料の
納付や相談が困難なとき

・納税相談   問税務課 ☎ 0178 � 4704

①夜間納税相談……17 時～ 20 時

②休日納税相談……８時半～ 17 時

時間内であれば税金・保険料を納める
こともできます。
お気軽にご利用・ご相談ください。

　11 月 30 日㊌は固定資産税第４期、国
民健康保険税第５期、介護保険料第５期、
後期高齢者医療保険料第５期の納付期限
です。
　税金・保険料の 10 月 31 日㊊納期限の
督促状発送日は 11 月 18 日㊎です。
※�納め忘れの防止には、手間のかからない

口座振替が便利です！
※�高齢者や障がい者など、身体の不自由な

人が、どうしても金融機関や役場窓口で
税金を納められない場合には、自宅へ訪
問し徴収することもできます。

・�町民相談　９日㊌　10 時～ 15 時
    場 東公民館 
　 問総務課　☎ 0178 � 2166
    相談員　小向 惠子
・�行政相談　24 日㊍　10 時～ 12 時
    場 中央公民館
　 問総務課　☎ 0178 � 2166
    相談員  徳永 幸雄（☎ 0178 � 3850）

場本庁舎  １日㊋、15 日㊋、29 日㊋
場分庁舎  ８日㊋、22 日㊋

場本庁舎　６日㊐

日常の困りごとなど

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

・無料法律相談　９日㊌
　時 13 時半～ 16 時　場 いきいき館
　問社会福祉協議会 　☎ 0178 � 7066
　※要事前予約、10 月３日から受付開始。

借金・離婚や相続・不動産の問題など

・�心配ごと相談　２日㊌
　時 10 時～ 12 時　場 いきいき館
　問町社会福祉協議会　☎ 0178 � 7066
・�「くらし」と「しごと」無料相談会　14日㊊
　時 13 時～ 16 時　場 分庁舎
　問三戸地域自立相談窓口　☎ 0178 � 8755

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

日時 行事内容

三
田
保
育
園

1日㊋ 10：00～11：00 手作りおもちゃで遊ぼう【北部児童センター】
13日㊐ 9：00～ 作品展
15日㊋ 10：00～12：00 親子クラブ、給食試食会
16日㊌ 10：00～11：30 よちよちひろば
17日㊍ 10：00～10：45 ベビーリトミックサークル
18日㊎ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ・ちょき・ぺた
22日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
24日㊍ 10：00～12：00 保育体験（0・1・2歳クラス）
25日㊎ 10：00～11：30 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・1歳バースディカード製作）

28日㊊ 10：00～12：00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）
29日㊋ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
30日㊌ 10：00～12：00 ほっとカフェ
詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜
の
花
保
育
園

5日㊏ 9：30～10：00 保育体験
5日㊏ 10：00～11：30 わくわくサークル「赤ちゃんマンハウス作り」
5日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
7日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
8日㊋ 10：30～11：30 リボンクリップ作り【みらい館サークル】
9日㊌ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」

11日㊎ 10：30～11：30 ペン立て作り【るんるんサークル木ノ下児童館】
12日㊏ 10：00～11：30 おさんぽ会　おいらせもりのようちえん共催【カワヨ牧場】

16日㊌ 10：00～11：30 フラワーサークル「メモ帳作り」
21日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

22日㊋ 10：30～11：30 小物作り【みらい館サークル】
25日㊎ 10：30～11：30 風船遊び【るんるんサークル木ノ下児童館】
26日㊏ 9：30～10：00 保育体験、離乳食教室（要予約）
26日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「にんじんパンケーキ」
26日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
28日㊊ 10：00～13：00 サニースマイルママ
30日㊌ 10：00～11：30 すくすくルーム（ふれあい遊びなど）
詳しい内容は「わくわくつうしん」をご覧ください

あ
ゆ
み
保
育
園

1日㊋ 9：55～11：50 親子健康ビクス【あゆみの里（東下谷地622）】
4日㊎ 9：55～11：30 ファミリーサロン
8日㊋ 9：55～11：20 マタニティほんわかルーム（はみがき）
9日㊌ 9：55～11：50 はんど＆はあと（クリスマス用飾り）【和花（下明堂56-1）】

10日㊍ 9：55～11：50 おしゃべりサロン（成長記録）
15日㊋ 9：55～12：30 親子でお料理（豆しとぎ）【いきいき館】
17日㊍ 9：55～11：50 おいらせクロパ（スクラップブッキング）【東公民館】

22日㊋ 9：55～11：50 お誕生会8月～11月生
24日㊍ 9：55～11：50 きれいなママ（ハンドマッサージ、秋のメイク）
25日㊎ 9：55～11：30 英語で遊ぼう【ガーデンプレイスおいらせ（鶉久保3-42）】

29日㊋ 9：55～11：20 マタニティほんわかルーム（子どもの下痢・便秘）
★詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください。

三田保育園
　☎0178�2008
菜の花保育園
　☎0176�8670
あゆみ保育園
　☎0178�2206

　子育て支援センターの下
記行事は、子育て家庭の親
子なら、どなたでも参加で
きます。興味のある方はお
問い合わせください。

・人権相談　９日㊌
　時 ９時～ 12 時　　場 東公民館
　問町民課　☎ 0178 � 2246
・自死遺族のつどい　12 日㊏
　時 13 時半～ 15 時半
　場 八戸駅ユートリー４階・研修室
　問青森県立精神保健福祉センター
　　☎ 017-787-3957 ／ 017-787-3958

差別・離婚・相続・近隣トラブルなど

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！
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町 内 会
有楽町／阿光坊／
本村／新敷／
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ
丘／鶉久保／木ノ下／豊栄
／豊原／向山／苫米地／洋
光台／根岸／黒坂／深沢／
一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ 11月25日㊎ 11月22日㊋ 11月28日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　　11月２ 日㊌       　　　　　　　　　　　11月９ 日㊌
　　　　　　　　　　　　　11月16日㊌       　　　　　　　　　　   11月23日㊌

粗 大 ご み 11月11日㊎・25日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。
黄色の警告シールがついた場合、ごみ出しのルールが守られていません。不具合を直し新しい袋かシールをはがした袋で出してください。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

小
型
家
電
巡
回
回
収

 問環境保健課　☎0178�4218

※�巡回時刻までに小型家電を持参してください。また、巡回場所に置き
去りにしないでください。

１１月１０日㊍　下田地区の各集会所など

※�テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収できません。

１１月１１日㊎　百石地区の各集会所など
巡回時刻 巡回場所

8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

巡回時刻 巡回場所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

巡回時刻 巡回場所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ケ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

巡回時刻 巡回場所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 いちょう公

園交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地

　「生ごみを減らす・再利用する」をテーマに、町民
や事業者の意識を高めていただこうと取り組んでい
る食品廃棄物リサイクル推進セミナーの第４回研修
を開催します。
　今回は、これまでの研修を振り返って、学んだこ
とがこれからの行動にどう活かせるかについて考え
ます。関心のある方はふるってお申し込みください。

○開催日時
　12月９日㊎　午後１時半～午後４時
○開催場所
　おいらせ町立東公民館
○開催内容
　①�研修実施報告～これまでの研修を振り返って～
　②情報提供～県内の動向・参考事例～
　③�グループ懇談会～生ごみを減らす第１歩とは？～

○参加申込
　�12 月２日㊎までに氏名・住所・連絡先を
お知らせください。

問（申込先）環境保健課
　　　　☎ 0178-56-4218

第４回食品廃棄物リサイクル
推進セミナー 参加者募集

農業用使用済みプラスチックを回収します
日時 回収場所    【JA 十和田おいらせ】

11 月 18 日㊎ 下田支店　木ノ下野菜センター

11 月 21 日㊊ ももいし支店
二川目野菜集出荷センター

●受付時間　9 時から 15 時まで　印鑑を持参すること
●助 成 費　1kg あたり８円を助成します。

≪長いもネット持ち込み時の注意点≫
　�▷縦 50cm・横 50cm・高さ 50cm 程度にたたむ、

またはロール状にする。▷ツルや葉は落とす。
※�処分料は 1kg あたり 45 円です。ツルや葉を落とさな

い場合は、重量分の処分料を負担していただきます。

●長いもネットの回収も実施します

●持込方法（ビニール類、苗箱など）これまでと同様です。
　□ハウスビニールは必ずひもを外す
　□ポリと塩化ビニールを分ける
　□土砂をよく落として乾かす
　□肥料袋やフィルムなどは束にして縛る
　□苗箱は 20 ～ 30 枚ごとに重ねて縛る
　□農薬容器は、よく洗い、乾かす

問ＪＡ十和田おいらせ▶ももいし支店　☎ 0178 � 2384
　　　　　　　　　　▶下田支店　☎ 0178 ㊿ 0180
　町農林水産課　☎ 0178 � 4279
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～11月は青森県の食育月間！～

しょくいくぷらす

こそだてコラム㉙

～新たな食生活改善推進員誕生の巻！～
　町では、平成 27年６月に「健康長寿のまちづくり宣言」
をし、健康長寿青森県１位を目指して取り組みを行ってい
ます。町の健康づくりに協力し、活動している団体の一つ
が「食生活改善推進員会」（愛称：ヘルスメイト）です。お
もに地域の食生活改善と食育活動を行っています。全国組
織として 15万人の会員で構成されており、町の組織には
111 名の会員がいます。
　食生活改善推進員になるためには、養成講座を受講し、
必須カリキュラム 10単位（20時間）を取得することが必
要です。講座を受けるための資格などは必要なく、町民の
方であれば男女問わず誰でも参加することができます。
　今年８月、この養成講座を受講し、新たに 13名の食生活
改善推進員が誕生しました。６日間の講座に参加した方々
は、町長から修了証書と委嘱状を交付され、気持ち新たに
会員としての活動をスタートしています。

　これからは町民一人一人の食生活改善がとても重要で
す。ヘルスメイトは、親子の食育から高齢者の低栄養予防
まであらゆる世代の食生活を支援し、料理講習会や地域に
家庭訪問して減塩のアドバイスを行うなど健康づくりに欠
かせない組織となっています。

環境保健課 健康長寿推進室　

　食生活改善推進員会（ヘルスメイト）が主催する
料理講習会に参加しませんか？　この機会にぜひ、
食事バランスやカルシウム摂取について学びましょ
う！　ヘルスメイトが調理の指導、補助をいたしま
すので、お気軽にお申込みください。

○開催日時　11月14日㊊　10時～ 13時半
○開催場所　いきいき館　栄養実習室（調理室）
○参加対象　おおむね20歳代～ 70歳代の町民
　　　　　　（25人程度まで）
○実施内容　①�生活習慣病などの予防を学習
　　　　　　②�調理実習（鮭とチーズのコロッケ、

シーフードトマトクリームパスタ、春菊
とカッテージチーズのお浸し、ヨーグル
トミルクゼリーオレンジソース添え）

○持ちもの　エプロン、三角巾
　※レシピが掲載されたテキストを無料提供
○参 加 費　200 円（当日徴収します）
○申込期限　11月10日㊍まで

問（申込先）環境保健課 健康長寿推進室
　　　　　　　　　　　☎ 0178-56-4551

生涯骨太クッキング教室 参加者募集

　平成29 年度保育所等および幼稚園等の利用を希望する方は次のとおり申込みしてください。保育所等の継続利用を希
望する場合も現況の届出（保育の必要性の確認）として申込みが必要です。ただし、「子ども・子育て支援新制度」に移
行していない幼稚園は手続き不要です（新制度への移行状況については、希望する施設に直接お問い合わせください）。

施設区分
【利用区分】

保育所など【新規・継続】
（認可保育所、認定こども園の保育所機能部分）

幼稚園など【新規のみ】
（幼稚園、認定こども園の幼稚園機能部分）

受付期間

【平成29 年４月からの利用または継続利用】
　11 月14 日㊊～ 12 月16 日㊎（土日祝日除く）

【平成29 年５月以降の利用】
　�利用希望月の前月20 日頃まで（町外保育所などの場

合は前月10 日頃まで）

【平成29 年４月からの利用または継続利用】
　�11 月14 日㊊～ 12 月16 日㊎
　（土日祝日除く）

【平成29 年５月以降の利用】
　�入園願書提出時

受付場所

①町民課子育て支援室（役場本庁舎１階）
②分庁サービス課（役場分庁舎１階）
③利用を希望する保育所など
※�町外の保育所などを希望する場合は、町民課子育て支

援室での受付となります。

利用を希望する幼稚園など
※�町外の幼稚園などを希望する場合も同様

です。

受付時間 ①役場窓口…８時15 分～ 17 時00 分
②保育所など…開所時間内 利用を希望する幼稚園などの開所時間内

手続きに
必要なもの

①支給認定申請書兼利用申込書／②はんこ（認印）／③
保育が必要であることを証明する書類／④平成28 年度
市町村民税課税証明書（継続利用の方および平成28 年
１月１日時点で町民の場合は不要）

①支給認定申請書兼利用申込書／②はんこ（認
印）／③平成28 年度市町村民税課税証明書（平
成28 年１月１日時点で町民の場合は不要）

※�保育所などは「支給認定」および「利用申込み」、幼稚園などは「支給認定」の手続きが必要です。町民であれば町か
ら支給認定を受けます。

問 町民課 子育て支援室
　　　　☎0178-56-4259平成29 年度 保育所等・幼稚園等の利用申込み
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健康　　　長寿
　おいらせ町

健康長寿
青森県一を
目指します

「いきいき筋トレ教室」開催
健活ポイント対象事業

　健康運動指導士の個別指導により、“自分の体力に合った
筋力運動を身につける ”ことを目指した教室です。健康増進、
疾病予防のほか体調の改善も期待できます。
○開催日
　【平成28年】11月15日㊋、11月22日㊋、
　　　　　　　12月13日㊋、12月20日㊋
　【平成29年】１月24日㊋、１月31日㊋
　※�指導日はすべて火曜日、計６回の個別指導です。
○開催時間　13時～ 15時（約１時間）
　※�参加者の筋力強度に応じて２グループに分けるため、各
グループで開始時間が異なります。

○場　　所　いきいき館（集団指導室）
○対　　象　65歳～ 74歳の町民（先着20人）
○申込締切　11月11日㊎まで
○講　　師　健康運動指導士　加藤智子先生
≪お願い≫
　※�一定期間のトレーニングにより、しっかり筋力をつける
ための教室です。できる限り全日程に参加をお願いしま
す。なお、初回は欠席不可です。

　※動きやすい服装での参加をお願いします。（内履き不要）
　※水分などの飲み物やタオルを持参ください。

問（申込先）地域包括支援センター　　
　☎ 0178-56-2132　

今月のモールウォーキング
健活ポイント対象事業

　季節や天候に左右されずウォーキングを楽
しめるイオンモールを会場にウォーキング講
座をスポーツオーソリティ下田店と共同開催
しております。皆様、ぜひご参加ください。
○日　　時　平成28年11月8日㊋
　　　　　　（毎月第２火曜日）
　　　　　　10時00分～ 11時00分
○集合場所　スポーツオーソリティ下田店前
　　　　　　※�雨天・荒天時は店内コンディ

ショニングスペース前集合
○講　　師　スポーツオーソリティ下田店
　　　　　　　　　トレーナー　佐藤 洸汰 氏
○留意事項　�▶申込不要▶動きやすい服装や靴

で参加ください▶荷物は身に着け
られる程度にしてください▶飲み
物はご自分でご準備ください▶体
調に不安のある方は無理をしない
でください▶健活ポイントカード
をご持参ください。

問環境保健課 健康長寿推進室　
　☎ 0178-56-4551　　

イオン健康ポイント in下田
　県、弘前大学およびイオンは、協働して「短命県返上」に
取り組んでいます。また、当町でもイオンと連携し「健康長
寿県一」を目指しています。
　この度、昨年度に引き続き、タッチラリーをしながらショッ
ピングモールをウォーキングする「イオン健康ポイント in下
田」を開催します。開始にあたりセレモニーを開催します。
ぜひご参加ください。
○日　　時　11月15日㊋
○場　　所　イオンモール下田　西コート
○開催内容
　①�健康促進セレモニー（弘前大学大学院医学研究科 教授 
中路重之 氏の講演など）13時半～

　②�健康測定会（希望される方は環境保健課にお申し込みく
ださい。ご案内をお送りします）

　③�ウォーキングレッスン（１回目）14時35分～／（２回目）
16時00分～

　※�③は健活ポイント対象事業ですので、健活ポイントカー
ドをお持ちください。

○後　　援　おいらせ町
問 環境保健課 健康長寿推進室　　

　☎ 0178-56-4551　

　国では、自然災害による損失や価格低下
による損失を補てんする「収入保険制度」
導入の検討を進めております。
　そこで、青色申告を行う農業者の拡大を
目的として「経営管理セミナー」を開催し、
青色申告制度や、簡易簿記の記帳方法にな
どについて指導いたします。
○日　　時　12月16日㊎
　　　　　　　　　　14時～ 15時半
○会　　場　みなくる館・ホール
○講　　師　税理士　佐々木 德先
○参加対象　�税務申告を白色申告で実施

している農業者
○申込締切　11月18日㊎
　　　　　　問（申込先）農林水産課
　　　　　　　　　　☎0178-56-4279

経営管理セミナーを開催
～収入保険制度導入を見据えて

　青色申告を始めましょう～
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♪おいらせ健康カレンダー♪

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

平日毎週火曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士による運動指導。

平日毎週金曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 看護師による健康相談。

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

1 火
貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで
１歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成27年４月生まれ

2 水
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
２～３か月児健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター 対象：平成28年８月生まれ

3 木
4 金
5 土
6 日
7 月

8 火
貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで
２歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成26年４月～５月生まれ

9 水
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 理学療法士による運動指導
９～10か月児健康相談 ※ 10:00-10:30 老人福祉センター 対象：平成28年１月～２月生まれ

10 木 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
11 金 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 いきいき館 健康運動士による運動指導
12 土
13 日
14 月 南地区介護予防教室 9:30-13:00 老人福祉センター 郊外学習（要事前申込み）
15 火 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで

16 水
北地区介護予防教室 9:30-13:00 北公民館 郊外学習（要事前申込み）
女性のがん検診 ※ 12:00-13:00 北公民館 子宮がん・乳がん検診

17 木
百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 理学療法士による運動指導
女性のがん検診 ※ 12:00-13:00 北公民館 子宮がん・乳がん検診

18 金 ３歳児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成25年５月生まれ
19 土
20 日
21 月
22 火 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申し込みは地域包括支援センターまで
23 水

24 木
南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター 理学療法士による運動指導
百石地区介護予防教室 9:30-13:00 のびのび館 郊外学習（要事前申込み）

25 金
26 土
27 日 愛の献血 10:00-16:30 イオンモール下田 受付場所：ボウリング場
28 月
29 火 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで
30 水 北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 健康運動指導士による運動指導

※このカレンダーに記載されている行事は、すべて健活ポイント対象事業です。
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国民年金情報
ご存知ですか？
　納めた国民年金は、全額が社会保険料控除の対象です

問日本年金機構八戸年金事務所　☎0178�7369
　町民課国民年金係　　　　　        ☎0178�2246ねんきんダイヤル　☎0570 - 05 - 1165

問おいらせ町地域包括支援センター（分庁舎４階）　☎ 0178 � 2132

こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　No.30
一人暮らしなどの高齢世帯が増加し「成年後見制度」に関する相談が増えてきました。前回から３回シリー
ズで内容を紹介しておりますが今回は「法定後見制度」と「任意後見制度」についてです。

相談やお問い合せは、お気軽に下記までご連絡ください。

　成年後見制度には「法定後見制度」と「任意後見制度」があって、さら
に法定後見制度は利用する方の判断能力に応じて３つの制度に分けられる
んだ。
　任意後見制度は、現在は判断能力がある方が将来認知症などで判断能力
が衰えたときに備え、あらかじめ後見人を決めておくことができる制度な
んだよ！

　国民年金保険料は、社会保険料控除として、
その年の課税所得から控除され、税額が軽減さ
れます。
　控除の対象となるのは、平成２８年１月から
１２月までに納められた保険料の全額です。過
去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者や
ご家族（お子様等）の国民年金保険料を支払っ
ている場合も、その保険料も合わせて控除が受
けられます。
　なお、平成２８年中に納付した国民年金保険
料について、社会保険料控除を受けるためには、
年末調整や確定申告を行うときに、領収書など
保険料を支払ったことを証明する書類の添付が

必要となります。
　このため、平成２８年１月１日から９月３０
日までの間に国民年金保険料を納付された方に
は、１１月上旬に日本年金機構から「社会保険
料 (国民年金保険料 )控除証明書」が送られま
すので、申告書の提出の際には、必ずこの証明
書または、領収書を添付してください。(平成
２８年１０月１日から１２月３１日までの間
に、今年はじめて国民年金保険料を納められた
方へは、翌年の２月上旬に送られます。)
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもち
ろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方
となる制度です。保険料は、納め忘れのないよ
うキチンと納めましょう。

法定後見制度
（判断能力が不十分な方）

任意後見制度
（判断能力のある方）

支援される方 判断能力が
欠けている方

判断能力が
著しく不十分な方

判断能力が
不十分な方 判断能力がある方

支援する方 成年後見人 保佐人 補助人 任意後見人

支援の内容
● 財産の管理
● 契約の代理や取り消し
● 介護、医療へのサポート（申請・契約等）など
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（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
）

第�

16
条　
町
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

町
内
で
被
災
し
た
町
民
等
に
対
す

る
支
援
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
活
動
拠
点
の
提

供
そ
の
他
必
要
な
支
援
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２� 

町
は
、
県
、
公
共
的
団
体
等
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
協
力
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
業
務
継
続
計
画
）

第�

17
条　
町
は
、
発
災
後
に
お
け
る

町
民
等
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
町
に
お
け
る
業
務
継
続
計

画(

災
害
時
に
優
先
さ
れ
る
べ
き

業
務
の
継
続
及
び
通
常
業
務
の
早

期
復
旧
を
図
る
た
め
に
必
要
な
手

段
、
体
制
等
を
事
前
に
定
め
て
お

く
計
画
を
い
う
。以
下
同
じ
。)

を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
そ
の
検
証
を
行
う
も
の
と
す

る
。

２� 

事
業
者
は
、そ
の
事
業
の
継
続
が

地
域
社
会
の
復
旧
及
び
復
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
自
覚
し
、
業
務
継

続
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

検
証
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
３
章　
応
急
・
復
旧
対
策

（
応
急
復
旧
措
置
）

第�

18
条　
町
民
、
事
業
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
は
、災
害
時
に
お
い
て
、

町
民
全
体
の
生
命
を
守
る
た
め
、

相
互
に
連
携
し
、
補
完
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
１
）
情
報
の
収
集
及
び
伝
達

（�

２
） 

出
火
防
止
及
び
初
期
消
火
活
動

（�

３
）
負
傷
者
の
救
出
、救
護
及
び
搬
送

（
４
）
要
配
慮
者
の
支
援

（
５
）
避
難
者
の
避
難
誘
導

（
６
）
給
食
及
び
給
水
活
動

（
７
）
避
難
所
の
運
営
協
力

（
８
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

２�　
町
は
、
法
第
23
条
の
２
第
１
項

に
規
定
す
る
災
害
対
策
本
部
と
し

て
、
お
い
ら
せ
町
災
害
対
策
本
部

を
設
置
す
る
。

３�　
お
い
ら
せ
町
災
害
対
策
本
部
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め

る
。

４�　
町
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
町

民
等
の
生
命
又
は
社
会
生
活
の
維

持
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
が
被

災
し
た
と
き
は
、
各
事
業
者
に
対

し
、
速
や
か
な
復
旧
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
的
確
な
情
報
提
供
を

行
う
よ
う
求
め
る
も
の
と
す
る
。

５�　

町
は
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
被
災
者

に
対
す
る
支
援
活
動
の
円
滑
な
実

施
を
確
保
す
る
た
め
、
活
動
拠
点

の
提
供
等
必
要
な
支
援
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６�　

町
は
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、

要
配
慮
者
に
配
慮
し
た
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
避
難
対
策
）

第�

19
条　
町
は
、
食
料
、
毛
布
そ
の

他
の
被
災
し
た
町
民
等
の
生
活
に

必
要
な
物
資
の
確
保
及
び
飲
料
水

の
供
給
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　
町
は
、
避
難
所
及
び
避
難
場
所

の
確
保
並
び
に
仮
設
住
宅
の
建
設

等
の
た
め
の
用
地
に
関
す
る
情
報

の
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３�　
町
民
は
、
防
災
関
係
機
関
等
か

ら
の
災
害
に
関
す
る
情
報
に
留
意

し
、
危
険
を
認
知
し
た
と
き
は
自

主
的
に
避
難
す
る
と
と
も
に
、
町

か
ら
の
避
難
準
備
情
報
並
び
に
避

難
の
勧
告
及
び
指
示
に
関
す
る
情

報
の
提
供
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
こ
れ
に
応
じ
る
も
の
と
す

る
。

４�　
町
民
は
、前
項
の
避
難
を
迅
速
、

か
つ
、円
滑
に
行
う
た
め
、平
常
時

か
ら
避
難
所
及
び
避
難
場
所
の
所

在
並
び
に
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
く
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５�　

町
民
等
は
、
相
互
に
協
力
し
、

避
難
所
を
円
滑
に
運
営
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
16
条
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
）

　
近
年
の
災
害
時
に
お
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
役
割
が
大
き
く
な
り
、

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
被
災
者
に
対
し
て
円
滑
に

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
活
動
環
境
の

整
備
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
や

そ
の
他
公
共
的
団
体
等
と
連
携
し
、

協
力
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定

め
た
も
の
で
す
。

第
17
条(

業
務
継
続
計
画
）

　
災
害
時
に
お
い
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

経
済
活
動
等
は
停
止
す
る
こ
と
な
く

継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

【
解
説
】

の
た
め
に
は
、
業
務
継
続
計
画
の
策

定
と
検
証
を
行
い
、
町
に
対
し
て
は

そ
の
義
務
を
課
す
こ
と
、
事
業
者
に

対
し
て
は
そ
の
努
力
義
務
を
課
し
た

も
の
で
す
。

第
18
条(

応
急
復
旧
措
置
）

　
災
害
発
生
後
、
町
民
、
事
業
者
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
町
民
全
体
の

生
命
を
守
る
た
め
、相
互
に
連
携
し
、

補
完
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特

に
、
応
急
復
旧
に
は
初
動
体
制
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
は
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
、
速
や
か
に
災
害
復
旧
に
取

り
組
む
こ
と
を
義
務
付
け
た
も
の
で

す
。

第
19
条
（
避
難
対
策
）

　
自
ら
の
身
の
安
全
を
自
ら
で
守
る

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
迅
速
か
つ
円

滑
に
避
難
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
町
は
、
災
害
の
発
生
に
備
え
、

防
災
資
機
材
及
び
備
蓄
物
資
の
配
備

を
推
進
し
そ
の
機
能
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、避
難
所
を
確
保
し
ま
す
。

町
民
は
災
害
等
に
関
す
る
情
報
の
収

集
を
し
災
害
時
の
自
主
避
難
及
び
避

難
勧
告
・
指
示
へ
安
全
か
つ
迅
速
に

応
答
で
き
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
、
町
民
等
は
避

難
所
の
運
営
に
協
力
す
る
こ
と
に
努

め
る
旨
を
定
め
て
い
ま
す
。

～
シ
リ
ー
ズ
解
説
・
第
６
回
～

町
防
災
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

問 
ま
ち
づ
く
り
防
災
課　

☎
０
１
７
８
�
２
１
３
１

平成27 年度総合防災訓練における避難者受付
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総合順位 チーム名 タイム
優　勝 木ノ下トム 40 分 18 秒 新
準優勝 古間木山 42 分 26 秒
第３位 木内々 43 分 14 秒
第４位 若葉・青葉 43 分 18 秒
第５位 間木ブロック 43 分 26 秒
第６位 緑ヶ丘・住吉 43 分 35 秒

区間賞 選手（チーム名） タイム
第１区 山本 孔明（木内々） 6 分 06 秒　
第２区 工藤 乃愛（木内々） 6 分 08 秒 新
第３区 福田　努（木ノ下トム） 4 分 51 秒 新
第４区 笹 夢叶（古間木山） 6 分 12 秒　
第５区 松坂 栄輝（木ノ下トム） 4 分 41 秒　
第６区 浪岡 那圭（木ノ下トム） 5 分 55 秒 新
第７区 清水目 塁（若葉・青葉） 5 分 07 秒　

総合成績（入賞チームのみ）

区間賞

　
平
成
28
年
度
・
第
９
回
お
い
ら

せ
町
民
駅
伝
大
会
が
、
10
月
10
日

（
体
育
の
日
）
に
、
下
田
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
の
小
中
学
生

を
中
心
に
、
各
町
内
会
か
ら
10

チ
ー
ム
が
出
場
。
７
区
間
（
総
距

離
11
．
９
ｋ
ｍ
）
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
木
ノ
下
ト
ム
チ
ー
ム

が
40
分
18
秒
の
大
会
新
記
録
タ
イ

ム
を
出
し
て
優
勝
。
こ
の
ほ
か
、

今
年
は
２
区
で
工
藤
乃
愛
選
手

（
木
内
々
）
が
６
分
８
秒
、
３
区

で
福
田
努
選
手
（
木
ノ
下
ト
ム
）

が
４
分
51
秒
、深
沢
竜
太
選
手（
深

沢
）
が
４
分
55
秒
、
６
区
で
浪
岡

那
圭
選
手
（
木
ノ
下
ト
ム
）
が
５

分
55
秒
と
い
う
タ
イ
ム
で
、
４
人

の
区
間
新
記
録
者
が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
場
チ
ー
ム
に
は
、
㈱

川
賢
よ
り
協
賛
品
の
卵
が
参
加
賞

と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲�優勝した木ノ下トムの選手たち
▲�第６区で区間新記録を出した浪

岡那圭選手（木ノ下トム）

第９回町民駅伝大会が開催されました

こ
の
程
開
催
さ
れ
た
日
本
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６

秋
田
大
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

女
子
２
人
チ
ー
ム
戦
で
町
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会
員
の
中
村
恵
子
さ

ん
と
青
森
市
の
鳥
谷
部
エ
イ
子

さ
ん
ペ
ア
が
第
１
位
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
競
技
は
、
各
都
道
府
県
ま
た

は
ブ
ロ
ッ
ク
で
選
抜
さ
れ
た
30

チ
ー
ム
（
１
５
０
人
）
と
韓
国

２
チ
ー
ム
（
９
人
）
の
合
計
32

チ
ー
ム
（
１
５
９
人
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、
青
森
県
予
選

会
で
１
位
通
過
し
、
２
位
通
過

し
た
鳥
谷
部
さ
ん
と
青
森
県
代

表
と
し
て
ペ
ア
を
組
み
、
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝
ち
上
が

り
、
本
大
会
へ
の
出
場
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６

秋
田
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
で
第
１
位
獲
得

「バウンドテニス教室」参加者募集
健活ポイント対象事業

　日本人が考案して生まれた日本人向けのスポーツ。
誰でも無理なく楽しめるスポーツ、それが『バウンド
テニス』です。あなたも一度、体験してみませんか？
　運動不足の解消や体力作りに最適です。ジュニアも
参加できます。受講料は無料です。
●日　　時　11月12日㊏、19日㊏
　　　　　　　　　　18時～ 20時（全２回）
　　　　　※開始５分前までに受け付けしてください
●場　　所　町民交流センター
●講　　師　バウンドテニス上級指導員
　　　　　　　　　　　　　　　羽場 隆夫　氏
●申込締切　11月10日㊍
●持ちもの　シューズ、タオル、飲み物
　　　　　　※ラケットは協会で準備します
　　　　　　　　　問 町バウンドテニス協会　吉田
　　　　　　　　　　☎０１７８－５６－４１８７
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日
本
フ
ァ
イ
ン
・
ボ
ー
ル
協
会

は
、
第
８
回
全
国
福
祉
フ
ァ
イ
ン

ボ
ー
ル
大
会
を
10
月
８
日
、
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
イ
ン
・
ボ
ー
ル
は
、
子
ど

も
や
高
齢
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め

る
当
町
発
祥
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。大
会
に
は
46
人
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
「
す
み
れ
ん

ジ
ャ
ー
Ａ
」
チ
ー
ム
が
、
個
人
の

部
で
は
長
久
保
幸
吉
さ
ん
（
す
み

れ
ん
ジ
ャ
ー
Ａ
）
が
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
々
木
き
い
さ
ん

（
96
歳
）
が
最
高
齢
で
の
参
加
と

い
う
こ
と
で
、
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
第
23
回
秋
季
青
森
県
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
（
主
管
：

お
い
ら
せ
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
）
が
９
月
30
日
、
い
ち
ょ

う
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
５
７
８

人
が
参
加
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
優
勝
者
は
、
Ａ
男

性
が
新
岡
喜
美
雄
さ
ん
（
55
打
、

十
和
田
市
）、
Ａ
女
性
が
熊
野
チ

ヤ
さ
ん
（
58
打
、
東
北
町
）、
Ｂ

男
性
が
下
斗
内
英
海
さ
ん（
59
打
、

南
部
町
）、
Ｂ
女
性
が
京
谷
依
子

さ
ん
（
58
打
、
つ
が
る
市
）、
Ｃ

男
性
が
岩
崎
武
義
さ
ん
（
52
打
、

八
戸
市
）、
Ｃ
女
性
が
外
里
道
子

さ
ん
（
53
打
、三
沢
市
）
で
し
た
。

お
い
ら
せ
町
発
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ァ
イ
ン
ボ
ー
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

11 月９日は「119 番の日」です 問おいらせ消防署☎ 0178 � 2525

《指令センター一般公開》
　正しい 119 番通報要領と、消防車・救急車が出動す
るまでの仕組みを紹介します。
●日時　11月６日㊐、９日㊌　10時～ 16時
●場所　八戸広域消防本部指令センター
　　　　　　　　　　　　　　（消防本部４階）
　　　問 八戸広域消防本部指令救急課
　　　　☎ 0178-44-2135 ／ FAX0178-46-1171
　皆さんは 119 番通報の経験がありますか？生涯を通じて
119 番通報をしない方もいるかもしれません。しかし、い
つ皆さんが通報者になるかわかりません。火災や交通事故
を目撃した時、目の前で人が倒れた時、自分の家族が倒れ
た時、冷静に正しい 119 番通報をすることができれば、災
害を最小限に食い止めることができ、人の命を救うことに
繋がります。
　指令センター一般公開を機に、119 番通報要領を学び、
通報者⇒指令センター⇒消防隊・救助隊・救急隊と連携し、
被害の軽減・救命率の向上を目指しましょう。 《メール１１９》

　電話での対話形式による通報が困難な方などを対象に、電
子メールによる緊急通報も受付けています。ご利用の際は登
録制となっていますので、詳しくは最寄りの消防署を訪ねる
か、消防本部指令救急課までお問い合わせください。また、
消防本部ホームページに「ご利用案内」を掲載していますの
で、そちらもあわせてご覧ください。

《消防情報案内》
　消防車のサイレンは、「ウーウーカンカンカン」が火災、
「ウーウー」はその他の災害です。平成 24 年３月から番号
が変わり「0180-991-888」で自動音声案内しています。
※�ＰＨＳ、一部の携帯・固定・ＩＰ電話などからはご利用に
なれません。

《救急医療情報案内》
　その日の当番病院が知りたい時は「0178-24-3999」で案
内しています。

《緊急通報ファックス１１９》
　消防本部では、言葉や耳の不自由な方などからのファック
スによる緊急通報は、局番なしの「１１９」番で受け付けて
います。詳しくは最寄りの消防署を訪ねるか、消防本部指令
救急課までお問い合わせください。また、消防本部ホームペー
ジに「緊急通報ファックス送信用紙」を掲載していますので、
そちらもあわせてご覧ください。

《消防指令センターからのお願い》
　「消防車のサイレンが聞こえますが、どこで何が起きてい
るのですか？」「今日の当番病院はどこですか？」「花火大
会は中止ですか？」などといった電話が 119 番で寄せられ
ます。119 番の回線数は決められており、上記のような問
合せがあると、本当に消防車、救急車が必要な方の通報が
繋がらず、出動が遅れてしまうことがあります。119 番通
報は、災害発生時や救急車が必要な時など緊急性がある場
合のみとしていただくようお願いします。また、救急車を
要請された方から、近所迷惑になるので、サイレンを鳴ら

さないで来るように依頼をされることがあります。救急車は
道路交通法に定められているとおり、緊急の用務のため出動
するものであり、安全かつ迅速に走行するために、サイレン
は吹鳴して出動しますのでご理解ください。
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阿光坊古墳群
　

阿
光
坊
古
墳
群
保
存
会（
大
池
五
逸

会
長
）は
、10
月
１
日
㊏
、阿
光
坊
古
墳

群
秋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
春
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー
に
引
き
続

い
て
、今
回
も
阿
光
坊
町
内
会（
佐
々

木
勝
美
会
長
）有
志
の
協
力
を
得
て
、

草
刈
り
な
ど
の
現
地
整
備
作
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
、保
存
会
と
町
内
会
の
交

流
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

「
お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館
」の
外
構

工
事
が
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
今
後

は
展
示
室
の
工
事
が
始
ま
り
、阿
光
坊

古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
や
刀
な
ど

を
多
数
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、平
成
23
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、延
べ
３
２
１
０
人
の
見
学
者
が
あ

り
ま
し
た「
阿
光
坊
て
づ
く
り
古
墳
館
」

は
、９
月
25
日
㊐
を
も
ち
ま
し
て
閉
館

い
た
し
ま
し
た
。
御
愛
顧
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
阿
光
坊
古
墳
群
の
入
口
で
、

「
阿
光
坊
古
墳
群
史
跡
公
園
」の
駐
車

場
整
備
や
ト
イ
レ
建
設
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、史
跡
内
で
は
、園
路
の
一
部

舗
装
工
事
と
古
墳
復
元
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。

　
史
跡
公
園
は
平
成
29
年
10
月
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
、来
年
度
は
案
内
板
や
標

柱
設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
～
９
月
の
期
間
、町
教
育
委
員

会
は
開
発
に
伴
う
試
掘・
発
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
作
業
員
11

人
で
町
内
８
か
所
の
調
査
を
行
い
、阿

光
坊
古
墳
群
が
造
ら
れ
た
時
代
と
同
時

代(

７~

９
世
紀)

の
集
落
跡
を
確
認

し
ま
し
た
。
中
野
平
遺
跡
の
住
居
跡
か

ら
出
羽
型
甕（
秋
田
県
産
の
土
器
）が
出

土
し
た
た
め
、奥
入
瀬
川
上
流
と
下
流

で
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
は
土
器
復
元
等
、調
査
結
果
を

ま
と
め
る
作
業
に
入
り
ま
す
。

阿
光
坊
古
墳
群
保
存
会

 
秋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー

お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館

外
構
工
事
間
も
な
く
完
成

阿
光
坊
古
墳
群

現
地
駐
車
場
工
事
進
む

平
成
28
年
度

　
　
　

発
掘
調
査
報
告
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

Oirase-library event information 図書館の行事

問町立図書館　☎0178�3900

■本展示　★ 一般・児童 ★
【�りんごの本】11月５日「いいりんごの日」にちなんで。

りんごに関する本や、りんごを使った料理の本の展示。
【�いろ　イロ　色】11月16日「いいいろの日」にちなんで。

いろんな“いろ”がテーマの絵本やよみもの。
■11月の休館日

■11月の行事
 図書館

（あそぼっと）
24日㊍10時半から 幼児のための読み聞かせ
26日㊏14時から ＭＯＭＯおはなしの会

北公民館 19日㊏10時~10時半 おはなし会杉の子

図書館／新着図書Oirase new-book's information
図書館おすすめの本を紹介します。

大正11年、丸の内に落成した国際社交場・東京
會舘。海外ヴァイオリニストのコンサート、灯
火管制下の結婚式、未知のカクテルを編み出す
バーテンダー…。”會舘の人々”が織り成すドラ
マ。

黒く塗りつぶされるな。おまえはダメ人間な
んかじゃない！過酷な労働を強いられ、辞め
ることもできない。若者を使い潰すブラック
経営者に、Ｇボーイズが怒りの声をあげる！

浅田次郎『帰郷』／薬丸岳『ラストナイト』／畠中恵『おおあたり』／
宮木あや子『校閲ガール ア・ラ・モード』／山田宗樹『代体』／朝井ま
かて『残り者』／門田隆将『リーダーの本義』／モリー・グプティル・
マニング『戦地の図書館』／アーノルド・ベネット『自分の時間』／吉
田沙保里『強く、潔く。』／ほか

東京會舘とわたし

西一番街ブラックバイト

一日一日、強くなる

危険なビーナス

辻村　深月　著

石田　衣良　著

伊調　馨　著

江澤　香織　著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

弟が失踪した。彼の妻・楓は、明るくしたたか
で魅力的な女性だった。楓は夫の失踪の原因を
探るため、資産家である夫の家族に近づく。兄
である伯朗は楓に頼まれ協力するが、時が経て
ば経つほど彼女に惹かれていき…。

東野　圭吾　著
一般書

りんご散歩、津軽の工芸品、ノスタルジック建
物めぐり、素敵なお菓子屋さん…。クラフト・
建築・おいしいものをめぐる、青森・函館の旅
をガイドします。

リオデジャネイロオリンピックで４連覇に挑
む、レスリング女子58キロ級日本代表・伊調馨
が、志を抱くすべての人におくる孤高の言葉の
数々。「壁を乗り越え、常に進化し続ける」た
めのヒントが満載。

青森・函館めぐり 一般書

一般書

図書館・公民館

　　は休館日

  おいらせの
学びカレッジ専門講座

■ 新年の
　　しめ飾りづくり講座
◉日　時�　12 月 10 日㊏
　　　　　９時～ 12 時
◉場　所　中央公民館　講堂
◉講　師　福田 末太郎さん
◉定　員　15 人
◉参加料　材料費として 600 円程度
◉締　切　11 月 30 日㊌まで

問社会教育・体育課
◆電話での申し込み　
　☎ 0178 � 4276
◆メールでの申し込み
　（専門講座担当宛て）
　yasuko.kosaka@town.oirase.aomori.jp

メールアドレス
QR コード

地域講座▶▶▶

来月は『なぜ、あいさつをするの？』
　　　　　　　　　　　　についてです。

問社会教育・体育課☎ 0178 � 4276

『知ってる？
　　おはようございます。
　　　　　　　　の成り立ち』

Number

1

★あいさつコラム（全 5 回）★

　町では「笑顔があふれ、あいさつがこ
だまする元気のある町」を目指し、あい
さつ運動を推進しています。今月から、
５回に分けて、あいさつについてのコラ
ムをお届けします。

　『挨拶』の語源は、人と人とが出会い
心を開いて近づくことと良く聞きますよ
ね。
　では、『おはようございます』の意味
は？　答えは、朝早くから起きてご立派、
ご苦労様でございますの略で、ほめ言葉
でもあり、ねぎらいの言葉でもあります。
これからは相手に対し、ねぎらい、そし
てほめて「おはようございます」
を言うように心がけてみましょ
う。あなたの気持ちが、きっと
相手に通じるはずですよ。
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　町地域包括支援センターの歯科衛生士・長濱久子さ
んが、多年にわたり地域の公衆衛生および健康づくり
の推進に献身的に活動してきた功績が認められ、「青
森県健康づくり事業功労者等表彰（個人部門）」を受章
されました。
　表彰を受けて長濱さんは、「歯科衛生士として虫歯
や歯周病予防、かむことの大切さなどについて、指導
してきました。口の中の病気は全身の健康に影響を与
えます。健康は口の中から、という意識を皆さんにも
って欲しいです」と熱く語りました。

　 　

 まちのわだい

表彰状を授与される川口六介会長 ▶

祭りばやしを披露する上新町山車組▶

▶▶▶ 平成28年度安全・安心まちづくり
　　　青森県民大会および防犯栄誉章の表彰　10/４

▶▶▶ 第９回おいらせ秋まつり
　　　　　　　　　山車合同夜間運行　10/1

域の安心・安全に尽力

の夜空に祭りばやしが響きわたる

三村町長へ表彰を受けたことを報告する長濱さん▶

▶▶▶ 青森県健康づくり
　　　　　　　事業功労者等表彰の報告　9/20康推進への功績が認められる

地

秋

健

　第９回おいらせ秋まつり山車合同夜間運行が、10月
１日、イオンモール下田・北側駐車場において開催さ
れました。
　オープニングイベントでは、あゆみ保育園や木ノ下
町内会神楽などが出演して始まりを飾り、続いて全６
台（藤ヶ森山車組、上新町山車組、三田北山車組、三
田南山車組、間木山車組、下田まつり三本木実行委員
会）の自作山車が入場し運行しました。
　イベントの最後には、昨年に引き続き花火が打ち揚
げられ、秋の夜空を彩りました。

　長年、地域安全運動に尽力し、安全で安心なまちづ
くりに貢献した人に贈られる「防犯栄誉章」を、町防
犯協会の川口六介会長と三沢地区連合防犯協会の袴田
邦彦常任理事（町防犯協会・副会長）が受章しました。
　川口会長には防犯栄誉銀章、袴田常任理事には防犯
栄誉銅章が贈られ、10月４日に県が開催した「平成28
年度安全・安心まちづくり青森県民大会」の席上で表
彰式が行われました。
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 まちのわだい

◀�練習用の人形に対し胸骨圧迫を行う町職員

◀�一斉に海へヒラメの稚魚を放流する百石小学校の児童たち

◀寒さのなかで必死に網を引き揚げる参加者たち

　町では、全町職員を対象とした普通救急救命講習会を、
10月６日から13日までの期間にわたって４回開催し、
217人が受講しました。
　町は、職員が意識不明者に対して適切な心肺蘇生の処
置を施せるように、定期的に職員対象の講習会を実施し
ています。今回は、平成27年に心肺蘇生法のガイドライ
ンが改正されたことを受けて開催しました。
　講習会では、人形を使用して胸骨圧迫や人工呼吸の練
習を行ったほか、ＡＥＤの使用方法についても学習しま
した。

　町、百石町漁業協同組合（木村慶造組合長）および県
栽培漁業振興協会は、10月５日、百石漁港にてヒラメの
稚魚放流会を開催しました。
　放流会には百石小学校５年生の児童56人が参加し、５
㌢大程度に育ったヒラメの稚魚およそ２万尾を、漁港の
船揚場から海へ放流しました。放流されたヒラメは約３
年で成魚になり、おいらせの海に帰ってくるといいます。
　参加した児童たちは、「ヒラメに触ることができて面白
かった」、「ヒラメのことをよく知ることができた」と感
想を話しました。

　町観光協会（北向晃会長）と百石町漁業協同組合（木村
慶造組合長）は、10月９日、一川目海岸で地引網体験会を
開催しました。地引網は、沖の漁船から降ろした網の両端
を、大勢で砂浜から引っ張り上げる伝統漁法です。
　この日は天候にも恵まれ、会場には早朝からおよそ300
人余りもの人が集まりました。漁師の方々の指示に従いな
がら、２手に分かれた参加者たちは、寒さに耐えながら網
に繋がるロープを懸命に引き上げました。
　今回はイワシやサバなどが大量に入り、かかった魚は参
加者たちに分けられました。

▶▶▶ ヒラメの稚魚放流会　10/5

▶▶▶ 町職員の普通救急救命講習会
　　　　　　　　　　　　　　10/6～13

▶▶▶ 地引網体験会　10/９

が一に備えて、救命技術を学ぶ

きくなって、と願いを込めて大

万

伝 統漁法「地引網」を体験
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✿
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な
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も
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※�

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
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に
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町
教
育
委
員
会
定
例
会

の
開
会
情
報

人口
まちの

平成28年
10月1日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
(　)内は外国人人口と外国人世帯数

男性 12,228 人 （49） -15

女性 13,111 人 （108） -3

合計 25,339 人 （157） -18

世帯 10,094 世帯 （53） -3

多
子
出
産
祝
金
の
ご
案
内

　

町
で
は
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ご
家
庭
に
出
産
祝
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
額
は
第
２
子
５
万
円
、
第
３

子
以
降
10
万
円
で
す
。
支
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

町
民
課
子
育
て
支
援
室

０
１
７
８
�
４
２
５
９

　個人番号カードは通知カードとは違って、郵送ではなく、役場本庁舎町民課窓口でお受け取りいただ
くことになります。
　受け取りは、本人が来庁しなければなりません（15歳未満の方または成年被後見人の場合も法定代理
人とともに本人が来庁する必要があります）。代理人が受け取れるのは、病気や身体の障がい等のやむを
得ない理由により本人が来庁できない場合に限られます。

●交付場所　町民課（役場本庁舎）　※分庁舎ではお受け取りできません。
●交付時間　平日９時から 17時まで（土・日・祝日は除く）
　※上記以外の日時で受け取りを希望される場合は、ご相談ください。
●持ちもの　届いてある「交付通知書」をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　町民課☎ 0178 � 2246

個人番号カード（マイナンバーカード）を申請している方へ
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寄
附
者
氏
名
の
公
表

（
８
月
～
９
月
寄
附
者
）

町民のひろば
　町民の皆さんが行う催しや地域活動の紹介、
団体・サークルなどの会員募集のページです。
なお、参加費の記載がないものは無料です。

参加募集「トキ♥メキ街コン in おいらせ
　　　～めざせ２人のHoly Night2016～」
　クリスマスを前に一緒に過ごすパートナーを
見つけませんか？
●日　時　�12月３日㊏ 18時～（受付17時半～）
●場　所　イオンモール下田 ２階イオンホール
●対　象　20歳代～ 40歳代の独身の方
●定　員　男女各 50人（先着順）
●参加料　男性５千円／女性２千円
●�申込方法　11月１日㊋～30日㊌の期間中に、
ホームページ（http://konkatsuoirase.web.
fc2.com/）の申込フォームからお申し込みく
ださい。

　問 おいらせ町婚活イベント事業実行委員会
　　　事務局・田中　☎ 090-4818-8749

本コーナーの掲載依頼は随時募集中。掲載無料です。
○�掲載対象団体…３人以上で構成され、構成員の過
半数が町民であり、町内を拠点に現に活動してい
る団体。

○�申込方法…指定の依頼書により、掲載を希望する
号の発行日１か月前までに、お申し込みください。

　　　　　　問（申込先）総務課　☎0178 �2166

行政経営計画等への意見募集（パブリックコメント）
　町では、「管理型」から「経営型」への行政経営へ転
換を図るため、平成29 年を初年度とする今後５年間の
行財政改革の推進に向けた方策等を定めた「おいらせ
町行政経営計画」と、行政経営計画の取組事項について、
目標数値、方策などを詳細に定めた「おいらせ町行政
経営アクションプラン」の策定に取り組んでいます。
このたび計画案がまとまりましたので、町民の皆さん
からご意見を募集します。
●募集期限
　11月25日㊎まで　※当日消印有効
●計画案の閲覧方法
　�　町ホームページに計画案を掲載するとともに、閲
覧場所（本庁舎１階ロビー、分庁舎１階ロビー、北
部出張所ロビー、みなくる館ロビー）を設けます。

●募集対象者（次のいずれかに該当する人）
　�①町内に住所を有する人／②町内に所在する職場に
通勤する人および町内に所在する学校に通学する人
／③町内に所在する団体

●意見提出方法
　�　閲覧場所に設置している意見書（様式は町ホーム
ページからでもダウンロード可）に、氏名、住所、
電話番号を明記し、下記の方法で提出してください。
電話での意見提出、匿名での意見提出は不可。
　①�持参…本庁舎総務課または各閲覧場所に持参（投函）
　②�郵送…〒039-2192　おいらせ町中下田135-2
　　　　　おいらせ町総務課あて
　③ FAX…0178-56-4364（おいらせ町総務課あて）
　④Ｅメール…soumu@town.oirase.aomori.jp
●意見の取り扱い
　�　提出された意見に対する考えを記し、各閲覧場所
や町ホームページで個人情報を除き公表します。

問 総務課　☎0178-56-2166

※広報おいらせでは、随時広告を募集しています。詳しくは町総務課へお問い合せください。　☎0178 �2166
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Public Relations
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Z o o m  U p

蛯
名 

幸
政

おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

白
鳥
を
見
守
り
続
け
て
19
年

▶
Profile

　
毎
年
、冬
が
訪
れ
る
と
下
田
公
園
の
間

木
堤
に
は
、
多
く
の
白
鳥
が
飛
来
し
ま

す
。
そ
の
白
鳥
を
長
年
見
守
り
続
け
、

「
白
鳥
お
じ
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
三
代
目
・
白
鳥
保
護
監
視
員

が
、
蛯
名
幸
政
さ
ん
で
す
。

「
消
防
職
員
を
退
職
し
た
後
、
先
代
の

監
視
員
で
あ
る
中
村
喜
一
さ
ん
が
引
退

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
役
場
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
て
、
監
視
員
に
な
っ
た
の

が
き
っ
か
け
」

　
一
時
的
な
お
手
伝
い
と
し
て
引
き
受

け
た
も
の
の
、も
と
も
と
野
鳥
好
き
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、現
在
ま
で
の
19
年
間
、

監
視
員
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
長
年
、白
鳥
と
向
き
合
い
続
け
て
き
た

蛯
名
さ
ん
は
、
そ
の
習
性
を
熟
知
し
、

わ
ず
か
な
変
化
も
見
逃
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
白
鳥
の
こ
と
を
聞
け
ば
、「
弱
っ
て

い
る
白
鳥
は
水
を
弾
け
ず
、
尾
ま
で
水

に
沈
む
。
寒
く
な
っ
て
も
、
水
温
が
10

度
程
度
ま
で
下
が
ら
な
け
れ
ば
白
鳥
は

来
な
い
」と
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
長
年
、白
鳥
と
付
き
合
っ
て
い
れ
ば
、

愛
着
が
湧
く
。
毎
年
、
こ
の
時
期
は
白

鳥
の
飛
来
が
待
ち
遠
し
い
」

　
白
鳥
保
護
監
視
員
は
、
毎
年
10
月
１

日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、

町
観
光
協
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
白
鳥
の

見
守
り
と
来
場
客
へ
の
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

えびな・ゆきまさ
間木在住。平成７年に
八戸地域広域市町村圏
事務組合消防職員を定
年退職した後、平成９
年からおいらせ町観光
協会が委嘱する白鳥保
護監視員を務める。白
鳥のみならず野鳥全般
や山野草にも深い知識
をもつ。80歳。

（
曙
）

さん

　　おいらせ町公式フェイスブックへの
　　「いいね！」をよろしくお願いします。
https://www.facebook.com/oirasetown/


